
 【第２号議案】 
お手植え・お手播き樹種等（案）について 

    

有識者による「植樹・木材利用専門委員会」を設置。同専門委員会の調査・審議
により樹種候補を選定した。 
 
１ 選定経過 
(1)植樹・木材利用専門委員会 委員（１０名） 

職名 所属機関・団体 役職 氏名 
委員長 京都大学生存圏研究所 特任教授 酒井 温子 

委員 

奈良県希少野生動植物保護専門員  尾上 聖子 
奈良県緑化推進協会 事務局長 室垣内 清明 
奈良県山林種苗協同組合 専務理事 南裏 勝三 
奈良県森林組合連合会 参事 西本 隆晃 
奈良県木材協同組合連合会 専務理事 原田 徳義 
林野庁近畿中国森林管理局 
奈良森林管理事務所 

地域業務 
対策官 西村 敏行 

奈良県環境森林部 森林環境課 課長 吉浦 慎治 
奈良県森林技術センター 所長 豊田 等 
奈良県フォレスターアカデミー 
（元奈良県森林技術センター 森林資源課長） 主査 河合 昌孝 名簿は令和７年３月末現在 

(2)専門委員会の開催 
【第１回】 
・開催日 令和７年２月１７日（月） 
・内 容 植樹行事に係る樹種の選定について 等 

【第２回】 
・開催日 令和７年３月２６日（水） 
・内 容 お手植え・お手播きの樹種の選定について 等 

 
(3)選定結果 
  ・お 手 植 え 樹 種：６種（天皇陛下３種、皇后陛下３種） 
  ・お 手 播 き 樹 種：４種（天皇陛下２種、皇后陛下２種） 
  ・特別招待者記念植樹：天皇皇后両陛下お手植え・お手播き樹種と同樹種 
  ・一般招待者記念植樹：２３種 

資料３ 
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２ お手植え樹種（案） 
天皇陛下お手植え樹種 

樹種名 選定理由 スギ （少花粉）  
●県林業主要樹種  ●県、県内の多数の市町村の木として指定 ●前回大会天皇陛下お手播き樹種 ●密植・多間伐・長伐期施業により育成された吉野スギなど優良材の産地が県内各地にある。 イチイガシ 

 
●大会開催地 奈良市の木 ●前回大会天皇皇后両陛下お手植え樹種 ●県指定天然記念物「笛吹神社イチイガシ林」など県各所に巨木 ナラノヤエザクラ 

 
●県と大会開催地 奈良市の花 ●国指定天然記念物「知足院ナラノヤエザクラ」 ●「いにしへの奈良の都の八重桜 けふ九重に にほひぬるかな」と古歌にも詠まれたサクラとされている。 ●知足院ナラノヤエザクラは強風により倒木したが、県森林技術センターが実施した組織培養により平成２６年に再生した。 

 
皇后陛下お手植え樹種 

樹種名 選定理由 ヒノキ （少花粉）  
●県林業主要樹種  ●大会会場である平城宮跡に復原された大極殿・朱雀門等にはヒノキが使用されている。 ●密植・多間伐・長伐期施業により育成された吉野ヒノキなど優良材の産地が県内各地にある。 ヤマザクラ 

 
●国指定名勝「吉野山」など県内各所に名所 ●前回大会皇后陛下お手播き樹種 

ホンシャクナゲ 
 
●県内各所に名所が多数 

 

©河合 昌孝 

©矢田 詩帆吏 
©十津川村 
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３ お手播き樹種（案） 
天皇陛下お手播き樹種 

樹種名 選定理由 トガサワラ  ●国指定天然記念物「三ノ公川トガサワラ原始林」に自生 ●日本固有種で、紀伊半島と高知県の局所に分布 クマノザクラ 
 

●２０１８年に発表された新種サクラ野生種 ●国内では、三重県、奈良県、和歌山県の局所に分布 
 
皇后陛下お手播き樹種 

樹種名 選定理由 キハダ  ●内皮は「オウバク」として県内で生産される民間薬の原料 ●正倉院宝物庫に納められている写経の一部はキハダで染色 カツラギグミ  ●県指定特定希少野生動植物 ●近畿地方中部の固有種 ●大和葛城山で発見され、カツラギグミと命名された。 
 
 
４ 招待者記念植樹（案） 
① 特別招待者記念植樹樹種 

天皇皇后両陛下お手植え・お手播き樹種と同樹種 
② 一般招待者記念植樹樹種 

樹種数 樹種名 ２３種 アベマキ,アラカシ,イタヤカエデ,イチイガシ,イロハモミジ,オオヤマザクラ,キハダ,クスノキ,クヌギ,クリ,クロモジ,ケヤキ,コウヤマキ,コナラ,シラカシ,スギ（少花粉）,トチノキ,ナラノヤエザクラ,ヒノキ（少花粉）,ブナ,ホオノキ,ミズメ,ヤマザクラ 
 

©下北山村 
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